
1.富岡繊無音 諏訪蘇山宛 七月一日付書翰
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2.富岡繊密事 諏訪蘇山宛 七月十六日付菅翰
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鐡
齏
の
書
美
(
十
六
)

-
諏
訪
蘇
山
宛
書
翰
(
2
)
-

野

中

浩

俊

絵
具
裸
の
授
受

次
に
､
前
号
で
紹
介
し
た
富
岡
織
藤
が
諏
訪
蘇
山
に
宛
て
た
番
翰
　
(
全
三
巻
･
計

え

の

ぐ

ぎ

ら

二
十
三
通
)
　
の
中
､
蘇
山
か
ら
贈
ら
れ
た
絵
具
裸
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
二
通
の
番
輪

を
紹
介
し
た
い
｡

先
ず
､
第
7
通
日
の
七
月
7
目
付
啓
翰
　
(
巻
頭
グ
ラ
ビ
ア
1
.
)
　
は
､

過
日
者
御
手
製
彩
具
裸
千
個

御
薗
し
望
外
之
満
悦
拙
家

必
要
之
器
重
～
感
謝
致
候
愚
拙

啓
室
魁
星
間
ト
名
ツ
ケ
膚
二
付
即

魁
星
之
働
一
掃
致
候
圃
避

難
拙
名
士
ノ
寮
器
賓
こ
紀
念

之
愛
玩
也

其
外
錦
欄
怒
稗
尊
壌

塑
骨
妙
晶
是
亦
感
謝
不

遜
他
日
霧
雨
快
晴
之
頃
若

得
身
健
之
日
揮
趨
寓
謝

申
上
皮
時
二
霧
雨
御
白
塵

七
月
,
一
日
　
　
　
富
岡
餓
斎

諏
訪
萩
山
様

過
日
ハ
御
手
製
ノ
彩
艮
楳
十
個

御
薗
シ
､
望
外
ノ
満
悦
｡
拙
家

必
要
ノ
器
､
菰
々
感
謝
致
シ
候
｡
愚
拙

者
室
ヲ
魁
星
閣
下
名
ツ
ケ
屠
ル
ニ
付
､

即
チ
魁
星
ノ
図
ヲ
一
掬
致
シ
候
O
図
画

ハ
拙
ト
雌
モ
名
士
ノ
無
器
､
実
こ
紀
念

ノ
愛
玩
也
｡

其
ノ
外
､
錦
欄
窯
ノ
釈
尊
煉

軸
､
皆
妙
品
､
是
レ
亦
夕
感
謝

尽
ズ
｡
他
日
､
宵
両
快
晴
ノ
噴
､
若
シ

身
体
ノ
臼
ヲ
得
バ
拝
趨
万
謝

申
シ
上
ゲ
度
シ
｡
時
二
稀
両
御
白
亜
｡

七
月
7
日
　
　
　
雷
同
織
癖

諏
訪
蘇
山
根

蘇
山
南
士

七
月
7
日

富
岡
百
錬

雷
岡
自
錬

鮮
山
高
･
l

ヒ

月

一

日

と
あ
り
､
こ
の
書
翰
は
数
日
前
に
蘇
山
か
ら
絵
具
裸
を
贈
ら
れ
た
こ
と
に
謝
意
杏

表
す
と
と
も
に
そ
の
裸
に
織
帝
が
自
ら
の
酋
庫
｢
魁
星
閣
｣
　
に
因
ん
で
魁
星
の
図
を

絵
付
け
し
､
そ
の
由
来
を
記
し
た
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
｡

こ
の
事
帝
は
文
字
が
大
振
-
で
､
文
体
は
餓
癖
特
有
の
和
式
漢
文
体
と
で
も
い
う

べ
き
も
の
で
審
か
れ
て
い
る
｡
書
体
は
構
番
に
近
い
行
書
で
ほ
と
ん
ど
連
綿
を
用
い

ず
納
々
と
単
体
で
綴
ら
れ
､
堂
々
と
し
て
織
帝
の
画
賛
を
思
わ
せ
る
風
格
を
津
わ
せ

て
い
る
｡

二
通
日
の
七
月
十
六
日
付
啓
翰
　
(
巻
頭
グ
ラ
ビ
ア
2
t
)
　
に
は
､

昨
日
虎
屋
主
人
携
･

御
精
造
之
檎
具
裸
乗
･

揮
筆
致
候
猶
亦
午

後
こ
ハ
虎
屋
費
館
へ

馨
趨
之
筈
こ
付
別

包
描
置
待
居
候
屠
俄
こ

急
用
芸
文
延
引
致

し
居
候
虜
只
今

御
串
健
二
預
り
御
遠

来
山
の
芋
外
珍

品
御
悪
克
ち
御
蔵
申
入
候
右

檎
具
裸
之
義
前
審
こ

遜
シ
置
候
愛
再
演
ニ

昨
日
虎
屋
主
人

御
精
造
ノ
絵
具
疎
携
工
来
り

拝
掌
致
シ
候
｡
猶
亦
､
午

後
エ
バ
虎
屋
ガ
東
館
へ

参
趨
ノ
筈
こ
付
､
別

包
捕
工
程
キ
待
チ
居
り
候
処
､
俄
二

急
用
差
支
工
延
引
致

し
屠
り
候
処
､
只
今

御
尊
使
二
預
り
御
遠

来
山
ノ
芋
外
珍

品
御
恵
ミ
重
々
御
礼
申
シ
入
レ
候
｡
右

絵
具
楳
ノ
義
､
前
啓
二

尽
シ
置
候
｡
愛
二
再
演
こ
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不
及
鎗

ハ
他
日
御
磯

中
上
候
早
-

七
月
十
六
日

富
岡
鉄
粛

諏
訪
蘇
山
様

及
バ
ズ
､
余

ハ
他
日
御
礼

申
シ
上
ゲ
候
｡
早
々

七
月
十
六
日

雷
同
鉄
斎

諏
訪
蘇
山
棟

富
岡
鉄
蘭

蘇
山
隠
士侍

史

七
月
十
六
日

富
岡
鉄
斎

蘇
山
隠
士侍

史

七
月
十
六
日

描
き
､
画
賛
と
し
て

魁
星
者
北
斗
七
星
之

(第

一
星

也
)｡
因
魁
字
之
形
､先
寓
鬼
(努
)
｡

故
英
俊
､
面
貌
凶
悪
｡
捷
斗
者
､

乃
冒
魁
字
有
斗
磐
｡
故
其
像

1
手

提
斗
也
｡
魁
者
首
稗
也
｡
故
天
下

士
人
､
取
文
章
魁
首
之
意
而
塑
像

於
文
昌
之
前
以
紀
之
｡

魁
星

ハ
北
斗
七
星
ノ
第

一
星
ナ
リ
｡

魁
ノ
字
ノ
形

二
因
リ
テ
､
先
ヅ
鬼
穿
ヲ

写
ス
｡
故

二
其
ノ
像
､
面
貌
凶
悪
ナ
リ

ヒ
ッサ

｡
斗
ヲ
授
グ
ル
ハ
､
乃
チ
魁
字
こ
斗
葬

チ
ナ

有
ル
こ
因
ム
｡
故

こ
其
ノ
像
､

一
手

こ

斗
ヲ
捷
グ
ル
ナ
リ
｡
魁

ハ
首
称
ナ
リ
｡
故

こ
天
下
ノ
士
人
､
文
章
魁
首
ノ
意
ヲ
取

と
記
さ
れ
､
焼
き
上

っ
た
絵
具
裸
が
前
日
'
虎
屋
主
人
黒
川
魁
事
に
よ

っ
て
織
蘇

に
届
け
ら
れ
た
事
を
伝
え
､
そ
の
折
､
返
礼
の
た
め
虎
屋
を
蘇
山
宅
に
差
し
向
け
る

予
定
で
あ

っ
た
が
､
急
用
が
生
じ
延
引
し
て
い
た
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
｡

寛
は
､
廃

山
が
製
作
し
た
織
蔚
愛
玩
の
絵
具
裸
は
､
現
在
､
晴
荒
神
清
澄
寺
に
二

組
収
蔵
さ
れ
て
い
る
.
そ
の
う
ち
の

1
租
は

｢画
楳
｣
と
箱
書
さ
れ
､
十
枚
重
ね
の

裸
に
蓋
が
付
け
ら
れ
て
お
り

(図

4
)､
今
､

1
組
は

｢絵
喋
｣
と
箱
書
さ
れ
､
十

一

枚
重
ね
の
裸
に
蓋
が
付
け
ら
れ
て
い
る

(図
12
)
｡
こ
の
二
組
の
絵
具
裸
に
つ
い
て

は
､
故
小
高
根
太
郎
氏
が
既
に
画
賛
や
箱
書
を
解
読
さ
れ
て
お
-
､
幸

い
今
回
鉄
斎

美
術
館
か
ら
こ
れ
ら
の
資
料
を
ご
提
示
頂
い
た
の
で
､
図
版
と
資
料
に
よ

っ
て
二
組

の
絵
具
裸
の
概
要
を
述
べ
て
み
た
い
｡

リ
テ
､塑
像
ヲ
文
昌
ノ
前

二
於
テ
シ
､
以

コレ

テ
之
ヲ
紀
ル
｡

と
､
『歴
代
画
像
伝
』
巻
之

一
に
魁
星
の
出
典
を
求
め
て
､
長
い
賛
文
を
書
き
入
れ

て
い
る
｡

｢画
裸
｣
の
箱
書
は
､
箱
蓋
の
表
に

董
裸

と
書
き
､
裏
面
に

此
宝
器
者
､
帝
室
技
室
員
蘇
山
翁

所
造
'
此
木
器
者
菊
蔚
所
製
｡
威

余
之
愛
玩
品
｡

大
正
十
年
七
月
｡
織
蘭
外
史
自
織
､

於
魁
星
闇
｡

画
楳

此
ノ
宝
器

ハ
帝
室
技
芸
員
蘇
山
翁
ノ
造

ル
所
､
此
ノ
木
器

ハ
菊
斎
ノ
製
ス
ル
所

ミナ

｡
威

余
ノ
愛
玩
品
ナ
リ
｡

大
正
十
年
七
月
｡
繊
斎
外
史
自
力
ラ
識

ス
､
魁
星
閣
こ
於
テ
｡

5

と
記
し
て
い
る
｡
更
に
箱
の
側
面
は
四
面
に

｢
画
楳
｣
の
蓋
は
'
表
に

｢魁
星
間
｣
と
家
書
で
書
か
れ
､
差
薬
に
は

大
正
十
率
七
月
､
萩
山
翁
造
之
見

大
正
十
年
七
月
､
蘇
山
翁
之
ヲ
造
リ
テ

恵
｡
魁
星
閣
主
人
城
壁
記
｡

恵
マ
ル
｡
魁
星
間
主
人
織
里
記
ス
｡

と
記
さ
れ
て
い
る
｡
｢画
楳
｣
は
十
枚
の
裸
を
重
ね
た
側
面
に
大
き
-
魁
星
の
図
を

磁
器
之
可
用
干
童
者
甚
多
｡

揮
其
至
要
着
用
之
｡
大
旺
盛

河
水
､
待
其
滞
以
備
煎
豚
洗

絹
之
用
｡
先
用

一
旺
盛

一
二

磁
器
ノ
画

二
用
り
可
キ
者
甚
ダ
多
シ
｡
其
ノ

至
要
ナ
ル
者
ヲ
択
ビ
テ
之
ヲ
用
ク
｡
大
紅

ハ

ス

河
水
ヲ
盛
り
其
ノ
清
ム
ヲ
待
チ
テ
以
テ
障
ヲ

ニ煎
､
絹
ヲ
洗
ウ
ノ
用
こ
備
ク
｡
先
ズ

一
紅
ヲ



5.同葦蓑

塘
水
澄
之
｡
三
日
後
ー
以
清

水
過
干
第
二
紅
内
｡
所
留
泥

脚
棄

(之
)
｡
男
貯
新
水
｡

越
三
日
､第
二
紅
滑
水
賂
馨
｡

取
其
所
飴
者
棄
之
｡
又
将
第

一
紅
清
水

(過
之
)
､
更
換

不
巳
｡
三
日
馬
鹿
｡
若
過
五

六
日
､
太
楕
不
可
用
｡
紅
脚

不
出
､
輝
聯
不
断
､
水
亦
易

壊
｡
有
時
不
用
大
紅
｡
則
中

旺
盛
水

1
桶
､
小
旺
盛
水
数

升
而
巳
｡
新
紅
貯
水

7
年
､

火
親
方
髄
､
(可
免
)
水
魔
｡

若
骨
経
髄
酒
造
醤
戒
稚
苗
義

之
紅
､
概
不
可
用
｡
恐
有
塵

酸

(之
)
束
也
｡
壕
璃
攻
塊

鋳
銀
箔
金
之
費
､
不
必
要
｡

無
取
華
飾
也
｡
黄
沙

･
青

瓦

･
宜
興
紫
泥
､皆
能
渉
水
､

輿
倣
漏
同
｡
大
怨
盛
水
､
置

案
頭

1
宿
即
晴
.
日
日
去
脚
､

味
更
新
鮮
｡
聾
鯛
時
､
必
用

大
盤
､
盛
豚
聾
水
､
以
便
温

者
不
易
冷
｡
約

1
盆
可
腸
相

7
丈
｡
泥
澱
大
怨
盛
巳
泥
之

用
イ
テ

山
二
担
ノ
水
ヲ
盛
リ
テ
之
ヲ
澄
マ

ス
｡
三
日
ノ
後
､
清
水
ヲ
以
テ
第
二
粧
内
ニ

ウ
ツ

過
ス
｡
留
ル
所
ノ
泥
脚
ハ
之
ヲ
棄
テ
､
断
水

ワカ
勇

チ
貯
ク
｡
三
日
ヲ
越
テ
第
二
紅
ノ
清
水
将

カ

ン
パ

ニ
馨
シ
カ
ラ
ン
-
ス
｡
取
り
テ
基
ノ
余
ル
所

ノ
者
ハ
之
ヲ
棄
ツ
O
又
､
将
二
第

.
虹
ノ
清

水
､
之
ヲ
過
シ
テ
吏
二
換
工
巳
メ
ズ
rJ
三
日

ヲ
度
卜
為
ス
｡
若
シ
五
六
日
ヲ
過
ギ
レ
バ
人

ダ
宿
シ
テ
用
り
可
カ
ラ
ズ
｡
紅
ノ
脚
Ⅲ
ダ
サ

ケ叶

ズ
､
蝉
聯
断
エ
ザ
レ
バ
､
水
モ
マ
タ
壊
リ
易

シ
｡
時
有
リ
テ
大
証
ヲ
用
イ
ズ
C.
則
チ
申
虹

こ
ハ
水

7
桶
ヲ
盛
り
小
紅
ニ
ハ
水
数
升
ヲ
盛

ル
ノ
ミ
｡
新
紅
､
水
ヲ
貯
ウ
ル
コ
ー

.

年
､

クサ

火
気
方
こ
観
セ
､
水
ノ
頗
キ
ヲ
免
ル
可
シ
｡

ケイ

セ′1

曾
テ
酒
ヲ
醸
シ
醤
ヲ
造
り
醸
ヲ
蔵
シ
垂
ヲ
蓄

ウ
ル
コ
ー
ヲ
経
シ
紅
ノ
若
キ
ハ
､
概
シ
テ
用

り
可
カ
ラ
ズ
｡
塩
酸
ノ
気
有
ル
ヲ
恐
ル
ル
ナ

リ
｡
壕
璃

･
玖
塊

･
鋳
銀

･
箔
金
ノ
費
キ
ハ

モー

､
必
ズ
シ
モ
要
ラ
ズ
｡
華
飾
ヲ
取
ム
ル
コ
ー

無
キ
ナ
リ
｡
黄
沙

･
青
瓦

･
宜
興
ノ
紫
泥
ハ

ンタ

ヤ
プ

皆
能
ク
水
ヲ
惨
ム
モ
､
敵
レ
漏
ル
コ
ト
ー
同

ジ
｡
大
盤
二
水
ヲ
盛
り
案
頭
二
置
イ
テ

山
栢

ス
レ
バ
即
チ
酒
シ
｡
日
々
脚
ヲ
去
レ
バ
味
更

二
新
鮮
ナ
リ
｡
絹
こ
聾
ス
ル
時
ハ
必
ズ
大
塩

ヲ
用
イ
テ
豚
聾
水
ヲ
盛
り
､
以
テ
温
メ
シ
者

6



6.画楳 箱書表7.同裏

藍
｡
滞
米
抄
､
大
怨
出
標
'

中
親
貯
抄
｡
染

(筆
)
熊
水

用

(中
)
塩
｡
色
筆
常
洗
用

小
怨
｡
時
時
棄
水
､
時
時
換

水
O
且
列
盈
宜
多
.
以
分
架

線
不

(致
)
混
清
｡
泥
金
多

者
用
大
株
｡
少
則
七
寸
裸
｡

乳
粉
亦
如
之
｡
乳
澱
宜
用
中

裸
｡
旋
乳

(旋
)
化
､
以
少

為
貴
｡
漂
各
色
､
少
者
用
小

裸
足
奥
｡
調
色
専
有
董
裸
｡

七
十
二
色
､
用
楳
甚
多
｡
故

不
可
不
多
O
薦
預
備
其
臨
時

用
色
｡
戎
浪
戎
淡
､
宜
於
格

楳
内
調
之
｡
格
裸
者

1
楳
之

内
'
如
薗
有
格
､
眼
田
有
経

界
､
慣
以
別
奏
｡
葵
花

･
蕉

葉

･
海
某

･
梅
子
､
形
式
不

同
､
深
浅
互
異
｡
毎
有

一
色

可
用

一
喋
.
濃
淡
各
別
而
偽

緊
干

1
虞
｡
良
甚
健
也
.
今

人
造
席
所
用
醤
菜
'
格
楳
中

(格
内
)

一
格
盛
替
､
穿
五
六
内

格

(盛
)
各
種
小
薬
｡
即
董
裸

也
｡

ノ
冷
メ
易
カ
ラ
ザ
ル
ニ
便
ス
｡
約

一
怨
､
絹

7<デ

1
丈
二
豚
ス
可
シ
O
泥
澱
ハ
大
盆
二
巳

二
泥

サ
う

セ
ル
藍
ヲ
盛
ル
｡
宋
沙
ヲ
漂

ス
ニ
ハ
大
怨
二

標
ヲ
出
ダ
シ
､
中
盈
二
沙
ヲ
貯
中
｡
染
筆
水

レ】おノ

ニ
帝

ス
ニ
ハ
中
盈
ヲ
用
ク
｡
色
筆
常
二
洗
ウ

ニ
ハ
小
怨
ヲ
用
ィ
､
時
々
水
ヲ
棄
テ
､
時
々

水
ヲ
換
ユ
｡
且
ツ
盈
ヲ
列
ブ
ル
コ
ト
宜
シ
ク

多
カ
ル
ベ
シ
｡
以
テ
宋
緑
ヲ
分
チ
混
渚
ヲ
致

サ
ズ
｡
泥
金
､
多
キ
者

ハ
大
楳

ヲ
用
ィ
､
少

ケ
レ
バ
則
チ
七
寸
ノ
裸
｡
乳
粉
モ
マ
タ
カ
ク

ノ
如
シ
｡
乳
澱

ハ
宜
シ
ク
中
楳
ヲ
用
ウ
ベ
シ

メ

グ

｡
乳
ヲ
旋

ラ
シ
化
ヲ
旋
ラ
ス
ニ
ハ
少
キ
ヲ
以

テ
貴
シ
ト
為
ス
｡
各
色
ヲ
漂
ス
ニ
ハ
､
少
キ

者
ハ
小
楳
ヲ
用
ウ
レ
バ
足
ル
｡
色
ヲ
調
ウ
ル

こ
ハ
専
ラ
画
牒
有
り
｡
七
十
二
色
､
裸
ヲ
用

ウ
ル
コ
ー
甚
ダ
多
シ
｡
故
二
多
カ
ラ
ザ
ル
可

ア
ラ
カジ

カ
ラ
ズ
｡
預

メ

其
ノ
臨
時
ノ
用
色

こ
備

エ

ン
ガ
為
ナ
リ
｡
戎
イ
ハ
濃
､
戎
イ
ハ
淡
､
宜

シ
ク
格
楳
ノ
内
二
於
テ
之
ヲ
調
ウ
ベ
シ
｡
格

楳
ト
ハ
一
裸
ノ
内
､
窓
ノ
如
ク
格
有
ル
モ
ノ

ニ
シ
テ
､
眼
田
経
界
有
り
､
区
シ
テ
以
テ
別

ル
｡
葵
花

･
蕉
菓

･
海
某

･
楯
子
､
形
式
同

ジ
カ
ラ
ズ
､
深
浅
互
イ
ニ
異
ル
｡

一
色
有
ル

毎
こ
1
楳
ヲ
用
り
可
シ
O
濃
淡
各
々
別
レ
テ

ナ
オ

マ
コー

偽

一
虞
二
衆
マ
ル
｡
良

二

甚
ダ
便
ナ
リ
.
今

7
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8.画楳 箱曹側面1
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右
摘

録

檎
軍
規
言

磁
器

人
延
滞

こ
周
イ
ル
所
ノ
嫁
菜
､
格
裸
中
ノ

一

部
｡織

粛
外

史
｡

カ
タ
ワ

格

二
薗
ヲ
盛
り
､
葬
ラ
ノ
五
六
ノ
格
ノ
内

二

各
種
ノ
小
薬
ヲ
盛
ル
｡
即
チ
画
裸
ナ
リ
｡

右

ハ
絵
事
項
言
磁
界
部
ヲ
摘
録
ス
｡

織
蔚
外
史
｡

と
､
画
の
制
作
に
用
い
る
磁
器
に
つ
い
て
'
そ
の
種
類
や
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
､
使

用
法
等
､
『絵
事
預
言
』
か
ら
引
用
し
､
長
文
の
箱
書
を
記
し
て
い
る
｡

l
方
､
｢絵
楳
｣
は
ー
裸
の
蓋
の
表
面
に
魁
星
の
図
を
描
き
､
蓋
轟
に
は

大
正
十
季
八
月
､
萩
山
造
之
以
見

大
正
十
年
八
月
､
蘇
山
コ
レ
ヲ
造
り
以

恵
｡
魁
星
閣
主
人
登
之
以
為
家
蔵
O

テ
恵

マ
ル
｡魁
星
閣
主
人
コ
レ
ヲ
画
キ
､

鉄
壁
又
記
｡
年
八
十
又
六
｡

以
テ
家
蔵
卜
為
ス
｡
織
里
又
記
ス
｡
年

八
十
又
六
｡

と
､
｢絵
裸
｣
作
製
の
由
来
が
記
さ
れ
､
十

一
枚
の
裸
を
重
ね
た
側
面
に
織
蘭
の
書

庫

｢魁
星
閣
｣
の
図
が
措
か
れ
て
い
る
｡

ま
た
､.
こ
の

｢絵
裸
｣
の
箱
書
は
､
箱
蓋
の
表
面
に

給
裸
､

絵
裸

と
記
さ
れ
､
箱
蓋
の
裏
面
に
は

底
下
､
入
火
煩
頓
､
永
保
不

裂
｡

(洩
)

紛
争
鎖
言
巻
六
､有
磁
器
部
｡

詳
載
可
用
干
塞
之
磁
界
者
｡

宜

1
諌
也
.

大
正
十
年
九
月
､
大
備
諏
訪

萩
山
翁
再
製
此
裸
子
見
贈
｡

余
感
謝
之
意
､今
不
可
述
云
｡

識
干
魁
星
闇
｡
八
十
有
六
織

j-

ト
ト
′

下
二
塗
り
､
火

二
人
レ
テ
煩
キ
頓
ウ
｡
永
ク

保
チ
テ
裂
ケ
ズ
ト
｡

(頒
)

ツ
マビ
ラ

絵
拳
銃
言
巻
六
二
磁
器
部
有
り
｡

詳

カ
ニ
､

画

二
用
り
可
キ
ノ
磁
器
ヲ
載
七
タ
レ
バ
､
宜

シ
ク

一
読
ス
ベ
キ
ナ
リ
｡

大
正
十
年
九
月
､
大
悌
ノ
諏
訪
蘇
山
翁
､
再

ビ
此
ノ
裸
子
ヲ
製
シ
テ
贈
ラ
ル
｡
余
ガ
感
謝

ノ
意
ー
今
述
ブ
可
カ
ラ
ズ
ー
云
ク
｡

魁
星
閣

lT
T
識
ス
｡
八
十
有
六
蛾
療
外
史
｡

大
悌
諏
訪
萩
山
翁
､
璃
余
造
此
給

牒
武
十
個
見
惑
｡
織
密
外
史
｡

蛮
印
｡
萩
山
造
｡
余
白
鏡
｡

と
記
さ
れ
て
い
る
｡
更
に
箱
の
側
面
は
､

大
悌
ノ
諏
訪
蘇
山
翁
､
余
ノ
為

二
此
ノ

絵
楳
弐
十
個
ヲ
造
リ
テ
恵

マ
ル
｡
銑
粛

外
史
｡

薬
印
｡
蘇
山
造
ル
｡
余
白
カ
ラ
錬
ル
｡

三
両
に

3田
己

芥
子
園
審
僻
目
｡
煉
楳
及
顔

色
裸
子
､
先
以
米
田
水
温
温

煮
､
出
再
以
生
喜
汁
及
醤
塗

t衡
)

芥
子
園

音

伝

二
日
ク
､
楳
及
ビ
顔
色
裸
子
ヲ

煉
ル
ニ
ハ
､.
先
ヅ
米
ノ
滑
水
ヲ
以
テ
温
々
こ

シ
ョウ
ガ

煮
､
揖
シ
テ
再
ビ
生

茎

汁
及
ビ
醤
ヲ
以
テ
底

斎
外
史
｡

と
､
『芥
子
園
画
伝
』
か
ら
絵
具
疎
の
使
用
法
に
つ
い
て
の

一
節
を
引
用
し
､
更
に

『絵
事
項
言
』
の
画
の
磁
界
に
つ
い
て
の
記
載
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
｡
そ
の
上
､
二

年
後
の
大
正
十
二
年
に
は
残
る

一
面
に

又
讃
方
以
智
物
理
小
織
目
｡

又
､
方
以
智
ノ
物
理
小
識
ヲ
読
ム
二
､
日
ク
､

(叢
)

(柿
)

喜

汁
塗
杯

乾

之
､
又
塗
極
厚

董
汁
､
杯

二
塗
リ
テ
之
ヲ
乾
カ
シ
'
又
塗
ル

ヤ

而
止
､
火
之
可
便
蓋
赤
而
磁

コ
ト
極
メ
テ
厚
ク
シ
テ
止
ム
､
之
ヲ
火

キ
チ

不
爆
砕
｡

尽
ク
赤
カ
ラ
シ
ム
レ
バ
､
磁
爆
砕
セ
ズ
ー
｡

八
十
又
人
里

織
密
書
｡

八
十
又
八
里

織
密
書
｡

と
､
『物
理
小
識
』
の

一
節
を
引
用
し
､
箱
書
を
追
記
す
る
ほ
ど
の
念
の
入
れ
よ
う

で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
､
蘇
山
に
宛
で
た
前
掲
の
二
通
の
書
翰
と
こ
の
二
組
の
絵
具
裸
と
の
関

連
で
あ
る
が
､
音
翰
は
い
ず
れ
も
使
者
に
よ

っ
て
手
渡
さ
れ
た
為
､
発
信
日
は
月
冒

の
み
で
年
紀
が
記
さ
れ
て
い
な
い
｡
し
か
し
､
二
組
の
絵
具
疎
と
そ
れ
ぞ
れ
の
箱
書

に
は
紀
年
が
あ
-
､
製
作
の
年
月
や
箱
書
の
日
付
を
確
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
｡
そ

こ
で
二
通
の
番
翰
が
書
か
れ
た
年
月
日
を
特
定
す
る
為
､
二
十
三
通
の
書
輪
の
内
容

9
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20.膏碧筆洗

と
二
人
の
日
常
の
交
友
の
情
況
､
織
蘭
の
制
作
の
テ
ン
ポ
等
を
再
調
査
し
た
結
果
I

こ
の
二
通
の
書
翰
は
ほ
ぼ
同
時
期
､
つ
ま
り
大
正
十
年
七
月
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ

こ
の
他
､
｢画
牒
｣
に
関
す
る
資
料
と
し
て
は
､
晴
荒
神
清
澄
寺
所
蔵
の

｢青
蛮
筆

洗
｣
(図
20
)
の
箱
書
き
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
｡

衷

背
嚢
筆
洗
｡

轟

豪
傑
十
個
筆
洗
二
個
｡

諏
訪
萩
山
贈
意
｡

大
正
十
年
十
月
｡

八
十
又
六
曳

織
斎
織
｡

青
蛮
筆
洗
｡

画
喋
十
個
､
筆
洗
二
個
､

諏
訪
蘇
山
ヨ
リ
贈
恵
サ
ル
o

大
正
十
年
十
月
｡

八
十
又
六
翌

織
療
識
ス
｡

こ
こ
に
は
蘇
山
か
ら
画
湛
と
共
に
青
磁
の
筆
洗
が
贈
ら
れ
た
事
が
記
さ
れ
て
い

る
｡
そ
れ
で
は

｢絵
牒
｣
に
つ
い
て
は
何
か
手
懸
り
と
な
る
記
録
は
な
い
か
､
こ
の

二
十
三
通
の
音
翰
を
は
じ
め
､
織
粛

･
蘇
山
二
人
の
関
連
資
料
の
中
に
現
在
の
と
こ

ろ

｢絵
楳
｣
に
関
す
る
記
述
は
見
出
す
事
が
出
来
な
い
｡

12

21.同箱専裏

そ
の
他
の
関
連
資
料

次
に
､
こ
れ
ら
の
他
､
晴
荒
神
清
澄
寺
所
蔵
品
の
中
か
ら
､
二
人
の
関
係
を
示
す

資
料
を
列
挙
し
た
い
｡

〔高
遊
外
詩
画
染
付
菓
子
鉢
〕

自
笑
東
西
漂
泊
客
､

足
音
四
海
耶
馬
家
｡

薗
時
交
友
如
相
聞
｡

第
二
橋
過
含
水
涯
｡

(図

22
)

自
ラ
笑
う
東
西
漂
泊
ノ
客
､

最
レ
吾
ガ
四
海
､
即
チ
家
卜
為
ス
｡

旧
時
ノ
交
友
相
聞
ノ
如
シ
｡

第
二
ノ
橋
辺
水
涯
二
舎
ス
｡



22.高遊外詩画染付葉子鉢

23.同箱書表

寡同42

高
遊
外
詩

織
密
室
番

高
速
外
ノ
詩

織
蘭
画
杏
｡

こ
れ
は
白
磁
の
菓
子
鉢
に
織
粛
ら
し
い
豊
か
な
筆
致
で
山
水
を
描
き
､
併
せ
て
高

遊
外

(売
茶
翁
)
の
辞
を
賛
文
と
し
て
記
し
て
い
る
｡
こ
の
菓
子
鉢
は
箱
書
に

表

自
尊
果
恵
｡

轟

大
正
十
季
小
花
月
｡

葦
之
邦
題
賓
茶
翁
詩
｡
鉄

索
外
史
｡時
年
八
十
又
六
｡

又
日
､
稀
山
人
所
署
印
章

余
刻
以
贈
山
人
也
｡

と
記
し
て
い
る
｡

白
亜
呆
孟
｡

大
正
十
年
小
花
月
｡

之
ヲ
画
キ
井
セ
テ
売
茶
翁
ノ
詩
ヲ
題

ス
｡
織
斎
外
史
｡
時

二
年
八
十
叉
六
｡

又
日
ク
､
蘇
山
人
署
ス
ル
所
ノ
印
章

ハ

余
ガ
刻
シ
以
テ
山
人
二
贈
ル
ナ
リ
｡

〔帝
者
師
太
公
望
釣
魚
図
〕

潜
影
幡
幌
水
｡
呼
雲
躍
大
空
｡

鼻
髄
如
呂
尚
｡
呂
尚
似
最
龍
｡

大
正
辛
酉
八
月
｡
八
十
又
六
里

鉄
索
詩
葦
｡

(図
25
)

影
ヲ
潜
ム
幡
帳
ノ
水
｡
雲
ヲ
呼
ン
デ
大

‖′ヨシ
ョウ

空
二
躍
ル
｡
真
竜
ハ
呂
尚
ノ
如
ク
､
呂

尚
ハ
真
竜
二
似
タ
リ
｡

大
正
辛
酉
八
月
｡
八
十
又
六
翌
､
銭
斎

13

詩
画
｡

こ
の
作
は
､
周
の
文
王
に
見
出
さ
れ
た
呂
尚

(太
公
望
)
の
故
事
を
描
い
て
詩
を

威
し
た
も
の
で
あ
る
が
､
そ
の
箱
書
に

表

帝
者
師
太
公
望
釣
魚
園
｡

裏

是
余
向
所
贈
陶
降
積
山
翁
｡

今
日
再
観
拝
題
｡
時
大
正
十

一
季
二
月
.
八
十
有
七
里

織
蘭
又
織
｡

帝
者
師
太
公
望
釣
魚
図
｡

サキ

是
レ
余
ガ
向

二
陶
隠
蘇
山
翁
二
贈
リ
シ

所
､
今
日
再
観
シ
井
セ
テ
題
ス
｡
時
こ

大
正
十

一
年
四
月
｡
八
十
有
七
翌
､
織

斎
又
識
ス
｡

と
啓
か
れ
､
蘇
山
旧
蔵
の
作
に
蘇
山
媛
後
'
箱
書
し
た
も
の
で
あ
る
｡



g3
.
帝
者
師
太
公
望
釣
魚
図

〔評
訪
蘇
山
宛
膏
翰

掛
幅
〕

此
煉
裸
支
那
古
巣
也
｡
我
邦
摸
造

如
在
｡
高
士
以
璃
如
何
｡
若
欲
就

伎
禰
与
賜
新
寮
｡
然
強
不
欲
煩
高

手
｡

頼
山
高
士
｡

織
癖
｡

(図

26
)

此
ノ
煉
裸
ハ
支
那
ノ
古
巣
也
｡
我
邦
ノ

模
造
ハ
在
ル
ガ
如
シ
｡
高
士
以
テ
如
何

卜
為
サ
ン
｡
著
シ
伎
禰
ヲ
試
サ
ン
ー
欲

セ
バ
､
タ
メ
ニ
新
審
ヲ
賜
ワ
ラ
ン
｡
然

ツト

ル
こ
強
メ
テ
高
手
ヲ
煩
ワ
ス
ル
ヲ
欲
セ

〔羅
漢
図

箱
書
〕

(図

27
)

表

紙

羅
漢
圏

塞

大
正
十

7
季
三
月
.
馬
諏
訪

蘇
山
翁
薦
事
凄
之

八
十
有
七
老
人
｡
織
密
邦
書
｡

稚

羅
漢
図

大
正
十

一
年
三
月
｡
諏
訪
蘇
山
翁

ノ
薦

事
ノ
為
二
之
ヲ
画
ク
｡

八
十
有
七
老
人
､
蛾
蔚
井
や
害
ス
｡

1･l

ズ
｡

蘇
山
南
士
｡

織
蘭
｡

ただ

こ
れ
は
支
那
の
古
い
煉
裸
を
示
し
､
蘇
山
に
そ
の
写
し
作
製
の
意
思
を
質
し
た
替

翰
で
､
年
月
の
記
載
も
な
-
､
文
章
も
き
わ
め
て
簡
略
な
も
の
で
は
あ
る
が
､
二
人

の
交
情
の
過
密
な
梯
子
が
窺
わ
れ
る
薯
盈
な
資
料
と
い
え
よ
う
｡

こ
れ
は
翌
年
の
蘇
山
の
一
周
忌
法
要
に
配
る
椎
の
下
図
と
し
て
制
作
さ
れ
た

｢羅

漢
図
｣
の
箱
番
で
あ
る
｡

〔磁
硯

箱
書
)

へ図

29
)

東

亜
硯

稀
山
造

塞

横
山
諏
訪
氏
賀
州
人
住
子
京

師
｡余
同
日
拝
帝
室
技
薮
員
｡

甚
妙
子
造
陶
｡
此
斐
硯
其
女

登
硯

蘇
山
道
｡

蘇
山
諏
訪
氏
ハ
賀
川
ノ
人
ニ
シ
テ
京
師

二
住
ス
｡
余
卜
同
日
二
帝
室
技
芸
員
ヲ

拝
ス
｡
甚
ダ
造
陶
二
妙
ナ
リ
｡'
此
ノ
斐



26.諏訪蘇山宛書翰

28.同裏 27.羅漢図 箱書蓑
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29.磁硯 箱脊索

∴
′
.

為
翁
之
遺
物
｡
見
患
｡

織

硯
'
其
ノ
女
､
翁
ノ
遺
物
卜
為
セ
リ

蘭
外
史
記
O

恵

マ
ル
.

銑
蔚
外
史
記
ス
｡

と
あ
り
､
蘇
山
の
養
女
虚
子

(二
代
蘇
山
)
か
ら
織
蘭
に
翁
の
形
見
と
し
て
磁
規

が
贈
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
磁
硯
の
蓋
に
は
銑
密
が
漆
で

｢摂

雲
｣

の
銘
を
番
き
､
薬
に
は

｢米
寿
錬
斎
｣
と
記
し
て
い
る
｡

〔水
郷
清
適
図
〕

(図

32
)

香
逮
益
滑
｡

大
正
発
亥
八
月
八
日
｡

八
十
又
八
嬰

織
粛
外
史
｡

マス
てh.

香

ハ
遠
ク
シ
テ
益

清
シ
｡

大
正
発
亥
八
月
八
目
〇

八
十
又
八
翌
､
織
密
外
史
｡

大
き
く
蓮
の
花
と
飛
鳥
を
描
い
て
水
郷
の
情
景
を
表
現
し
､
『愛
蓮
説
』
の

.
旬
を

引
い
て
賛
文
と
し
て
い
る
｡
こ
の
作
の
箱
書
に
は

衣

水
郷
酒
趣
蘭
｡

水
郷
酒
趣
ノ
図
｡

塞

大
正
十
二
年
十

一
月
､
審
拝

大
正
十
二
年
十

山
月
､
写
キ
井
セ
テ
過

題
｡
以
贈
大
価
萩
山
氏
｡

シ
､
以
テ
大
仏
ノ
蘇
山
氏
こ
贈
ル
｡

八
十
又
人
里

織
蘭
｡

八
十
又
八
望
､
織
密
｡

と
あ
り
､
初
代
蘇
山
は
こ
の
前
年
に
投
し
て
い
る
の
と
こ
ろ
か
ら
､
こ
れ
は
初
代

む
す
め

蘇
山
毅
後
､
そ
の

女

二
代
蘇
山
に
贈
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
｡

16

〔楽
茶
碗

箱
書
〕

(図

34
)

衣

大
仏
横
山
｡
肇
茶
碗
｡

轟

余
技
菊
蔚
訪
蘇
山
家
｡
飴
此

茶
碗
璃
菊
蘭
記
其
由
｡

九
十
翁

織
蘭
｡

大
仏
蘇
山
｡
楽
茶
碗
｡

ヒ七｢ツ

余
ー
菊
蔚
ヲ
提
レ
テ
蘇
山
家
ヲ
訪
ヌ
｡

此
ノ
茶
碗
ヲ
飴
リ
テ
菊
斎
ノ
為

二
其
ノ

由
ヲ
記
ス
｡

九
十
翁
､
織
密
｡

こ
の
箱
書
に
は
織
蘭
が
京
都
の
指
物
師
中
島
菊
密
を
引
き
連
れ
て
蘇
山
を
訪
ね
た



際
に
､
蘇
山
が
作
っ
た
楽
茶
碗
を
織
密
が
菊
蘭
に
贈
っ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
｡

さ
て
'
こ
こ
で
前
号
か
ら
二
号
に
わ
た
っ
て
述
べ
て
来
た
銭
蘭
と
蘇
山
の
交
友
を

物
語
る
番
翰
や
書
画

･
家
刻

･
器
玩
作
品
を
整
理
し
､
そ
れ
ぞ
れ
の
事
績
を
編
年
列

挙
し
て
み
た
い
｡

大
正
六
年
六
月
十

1
日
.

富
岡
銭
斎

(82
歳
)､
諏
訪
蘇
山

(
67

歳
)｡

同
時
に
帝
室
技
芸
員
を
拝
命
｡

大
正
七
年
十
二
月
二
十
三
日
｡

富
岡
謙
蔵
殺

(46
歳
)
｡

大
正
九
年
五
月
｡

織
蘭

｢蛸
牛
腹
囲
｣
を
描
き
蘇
山
に
贈
る
｡

大
正
九
年
十
二
月
四
日
｡

織
蘭
､
蘇
山
宛
に

｢無
事
小
神
仙
｣
磁
印
の
礼
状
を

書
-
0
(本
誌
第
十
七
号
､
グ
ラ
ビ
ア
1
.)

大
正
九
年
十
二
月
二
十
四
日
｡

鉄
索

｢括
嚢
無
各
｣
磁
印
を
刻
す
｡

大
正
九
年
十
二
月
二
十
五
日
｡

銭
密

｢括
嚢
無
各
｣
磁
印
の
焼
成
を
蘇
山
に
依

頼
｡
(本
誌
第
十
七
号
､
グ
ラ
ビ
ア
2
.)

Nm
.
水
郷
清
趣
図

17



33,楽茶碗

大
正
十
年

一
月
｡

織
密

｢括
嚢
無
各
｣
扇
額
を
蘇
山
に
贈
る
J

大
正
十
年
二
月
十
三
日
｡

織
密

｢布
袋
和
尚
図
｣
を
蘇
山
に
贈
る

｡

(

本
誌
節

十
七
号
､
グ
ラ
ビ
ア
3
.)

大
正
十
年
小
花
月
｡

蘇
山
作
の
菓
子
鉢
に
織
密
が
高
遊
外

(売
茶
翁
)
の
詩
画

を
給
付
､
併
せ
て
箱
書
｡

大
正
十
年
四
月
｡

織
爾

｢布
袋
和
尚
図
｣
の
箱
書
｡

大
正
十
年
七
月

一
日
0

織
粛

｢画
裸
｣
を
贈
ら
れ
書
画
を
給
付
｡
蘇
山
に
謝
意

を
示
す
｡
(本
号
グ
ラ
ビ
ア
1
.)

大
正
十
年
七
月
十
五
日
｡

｢画
楳
｣
焼
成
､
虎
屋
に
よ
-
織
密
に
届
け
ら
る
｡

大
正
十
年
七
月
十
六
日
｡

織
蔚

｢画
裸
｣
の
受
贈
に
対
し
､
蘇
山
に
礼
状
を
苦

く
｡
(本
誌
グ
ラ
ビ
ア
2
.
)

大
正
十
年
七
月
｡

大
正
十
年
八
月
｡

大
正
十
年
八
月
｡

大
正
十
年
八
月
O

大
正
十
年
九
月
｡

織
蘭

｢画
裸
｣
に
箱
書
｡

銭
蔚

｢帝
者
師
太
公
望
釣
魚
図
｣
を
蘇
山
に
贈
る
｡

級
蔚

｢青
磁
筆
洗
｣
に
箱
書
｡

織
蔚

｢絵
楳
｣
に
魁
星
閣
図
を
給
付
｡

織
蔚

｢絵
裸
｣
に
箱
書
｡

18

大
正
十

一
年
二
月
十
四
日
｡

諏
訪
蘇
山
投

(72
歳
)｡
鉄
筋
､
蘇
山
の
葬
儀
で

友
人
総
代
と
し
て
弔
辞
を
読
む
｡

大
正
十

一
年
三
月
｡

織
密
､
翌
年
の
蘇
山

fi
周
忌
の
為
に
｢羅
漢
図
｣
を
描
き
､

併
せ
て
箱
番
｡

大
正
十

1
年
四
月
｡

織
蔚

｢帝
者
師
太
公
望
釣
魚
図
｣
に
箱
書
｡

大
正
十

1
年
七
月
O

銑
密
の
書
庫

｢魁
星
閣
｣
落
成
｡

大
正
十
二
年
八
月
八
日
｡

織
蘭

｢水
郷
清
趣
図
｣
を
二
代
蘇
山
に
贈
る
｡

大
正
十
二
年
｡

織
蘭
､
二
代
蘇
山
よ
-
磁
硯
を
蘇
山
翁
の
形
見
と
し
て
贈
ら

れ
､
｢擬
雲
｣
の
銘
を
漆
書
o



34.楽茶碗 箱書表

35.同裏

大
正
十
二
年
｡

織
蘭

｢絵
楳
｣
に
箱
書
追
記
｡

大
正
十
三
年
｡

織
蘭
､
中
島
菊
藤
を
引
き
連
れ
蘇
山
家
を
訪
い
､
菊
密
に

｢楽

茶
碗
｣
を
贈
る
｡

三
十
歳
代
よ
り
ひ
た
す
ら
中
国
文
人
の
世
界
に
憧
れ
､
反
骨
精
神
を
培
い
､
画
檀

に
交
え
ず

｢不
群
の
思
潮
｣
を
貫
い
た
鉄
索
で
は
あ
っ
た
が
､
そ
の
生
涯
を
詳
細
に

検
証
す
れ
ば
随
所
に
学
者
や
文
人

･
工
芸
家

･
地
方
の
名
士

･
数
寄
者
等
と
の
深
い

交
情
の
跡
が
確
認
さ
れ
る
｡

大
正
六
年
､
同
時
に
帝
室
技
芸
員
を
拝
命
し
た
銭
蔚

･
蘇
山
両
翁
は
､
そ
の
後
､

蘇
山
が
投
す
る
ま
で
の
四
年
半
と
い
う
わ
ず
か
な
期
間
で
は
あ
っ
た
が
､
互
の
芸
柿

と
誠
意
を
軸
に
実
に
豊
か
な
交
友
を
重
ね
て
い
る
｡

モ
ノ
に
こ
だ
わ
-
生
涯
を
古
窯
の
研
究
と
創
意
を
柱
に
数
々
の
名
作
を
遺
し
た
蘇

山
､
モ
ノ
に
こ
だ
わ
-
和
漢
の
典
籍
を
博
捜
し
､
文
人
世
界
を
堪
能
し
た
織
蘭
､
二

人
の
交
情
を
物
語
る
遺
作
や
蕃
翰
を
前
に
､
大
正
期
の
芸
苑
の
様
子
が
撃
棄
L
t
し

ば
し
憧
憶
の
念
は
尽
き
な
い
｡

(図
版
4
-
35
は
清
荒
神
清
澄
寺
写
真
提
供
)
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